












要約:京都府立医大小児科肥満児外来受診者のうち幼児について,追跡調査と患者の家庭生

活および意識調査を実施した。約 10 年後には,患者の約半数(14/27)に肥満の改善が認め

られた。肥満の改善は肥満治療期間中よりもその後の期間において著明であった。したが

って,幼児肥満治療においては,性急な肥満度の改善を目ざすよりも,将来の成人病を予防

するという観点から幼児肥満治療の重要性を説くとともに,食生活を中心にした生活環境

の整備や健康意識の植え付けなど,息の長い地道なキャンペーンを展開することが大切で

あると思われた。


